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文内容の要旨

本論文はレーザー核融合の基礎過程となるレーザ一光の吸収と散乱，吸収エネルギーの輸送，圧縮

の過程を解明した研究をまとめたものである O

第 1章は緒論であって， レーザー核融合におけるレーザーとプラズマとの相互作用の重要性を明ら

かにし，本研究の意義を示している O

第2章ではレーザ一光のプラズマによる吸収と散乱過程について述べ，レーザ一光の光圧力のため

にプラズマ密度の勾配が急峻化されることを実験的に険証し，この効果カ湘及収過程に対しては共鳴吸収

を増大させる働きをすることを明らかにしている O また，散乱過程に対してはプリルアン散乱を低下

させる働きをすることを示している O これらの結果， レーザ一光はプラズマに有効に吸収され，散乱

によるエネルギー損失は十分抑えられることが判明した O

第 3章では，固体及びガラス・マイクロ・バルーンにレーザ一光を照射し，内部に発生する衝撃波

の存在を明らかにしている O レーザ一光強度の空間分布と衝撃波の形状との聞に強い相関があること

を示し，均ーな圧縮を得るためには，ターゲット表面に沿った熱伝導を良くする必要があることを明

らかにしている O

第 4章では，輸送されたエネルギーをプラスト波法を用いて測定した結果を示し，熱伝導の異常低

下が重要で、あることを明らかにしている O

第 5章は結論であって得られた結果をまとめ，本論文の総括としている O
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論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は レ
ー ザ ー

核融合の基礎過程で ある レ
ー ザ ー 光 の吸収

,
吸収 エ ネ ル ギ ー の 輸送 , 圧縮 の 形成

過程に関する研究をと りま とめ たもの で ある ｡ そ の研究成果を要約すると次の通 りである ｡

(1) 新 しく開発した干渉顕微鏡に より プ ラズ マ 密度の プ ロ フ ァ イ ル を測定し ,
密度勾配の ス ケ

ー

ル 長

を明 らか に し, レ
ー

ザ
ー

光 の 動重力の 効果を論じて い る ｡

(2) レ ー ザ ー 光の プ ラ ズ マ に お ける吸収量は , 偏光方向に よ り異なり , そ の原因に共鳴吸収が支配的

で ある ことを明 らか に して い る｡

(3) プ ラ ズ マ か ら の 光散乱と して は ブリ ル ア ン 散乱が主と し て 考えら れるが ,
レ

ー ザ ー 光強度 が
一

定

値を越すと ,
こ の散乱光が急に抑止さ れる ことを見出した ｡ こ の原因は , イ オ ン加熱に基づくイオ

ン 音波の ラ ン ダウ ン減衰と プ ラ ズ マ 密度の プ ロ フ ァ イ ル の 変形で ある旨, 考察して い る ｡

( 4) レ
ー

ザ
ー プ ラ ズ マ 中で の エ ネ ル ギ

ー

輸送過程を照射 タ
ー ゲ ッ ト面の 前後に発生する ブ ラ

ー

ス ト波

に より評価 し
,
熱流 に低下現象が ある こ とを論じて い る｡

以上 の よう に本論文は ,
レ

ー

ザ
ー

と プ ラ ズ マ と の相互作用 に閲し レ
ー ザ ー

の 動重力の 効果や エ ネ ル

ギ ー

輸送過程の 基本的現象を明 らか に し, 多く の 知見を与えて おり , そ の成果は電気工 学の 分野 に貢

献すると こ ろが大き い ｡ よ っ て本論文 は博士論文と し て 価値あ るもの と認める ｡

-
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論 文の審査結果の要旨

本論文はレーザ-核融合の基礎過程であるレーザ一光の吸収 吸収エネルギーの輸送，圧縮の形成

過程に関する研究をとりまとめたものである O その研究成果を要約すると次の通りである O

(1)新しく開発した干渉顕微鏡によりプラズマ密度のプロファイルを測定し 密度勾配のスケール長

を明らかにし， レーザ一光の動重力の効果を論じている O

(2) レーザ一光のプラズマにおける吸収量は 偏光方向により異なり その原因に共鳴吸収が支配的

であることを明らかにしている。

(3) プラズマからの光散乱としてはブリルアン散乱が主として考えられるが レーザ一光強度が一定

値を越すと，この散乱光が急に抑止されることを見出したO この原因は，イオン加熱に基づくイオ

ン音波のランダウン減衰とプラズマ密度のプロファイルの変形である旨，考察している O

(4) レーザープラズマ中でのエネルギ-輸送過程を照射ターゲット面の前後に発生するプラースト波

により評価し，熱流に低下現象があることを論じている O

以上のように本論文は，レーザーとプラズマとの相互作用に関しレーザーの動重力の効果やエネル

ギー輸送過程の基本的現象を明らかにし，多くの知見を与えており，その成果は電気工学の分野に貢

献するところが大きしh よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O

F
h
u
 
oo 
qδ 




